




(3)どんぐり

令和２年度自然学校実施報告書のまとめから令和２年度自然学校実施報告書のまとめから

　本校では７つの「自然学校のねらい」を設定しています。それらのねらいの達成状況について、利用

校から提出していただいた「自然学校実施報告書」を集計したものが下の図１です。「十分達成できた

と思われる」と回答した利用校数を全利用校数に対する割合で表しています。上段が令和元年度、下段

が令和２年度の結果です。

　７つの項目のうち、５つの項目において、前年度を下回る結果となっています。本年度は新型コロナ

ウイルス感染拡大の影響により、自然学校を「期間短縮」で実施したり、「宿泊なし」で実施したりする

ことになりました。利用校からは、「これまでどおりの４泊５日での実施と比べると、活動が制限され、

本来のねらいに迫ることができなかった」等の声が聞かれました。顕著な項目としては、「⑤健康増進

を図る」は18ポイント以上下がり、「⑦成就感・達成感を味わわせ、新たな課題に取り組む意欲を育て

る」は12ポイント以上下がっています。利用校からは「４泊５日で実施できていれば、多様な活動を展

開することができた」「４泊５日で実施できていたら、もっと多くの場面で達成感・成就感を味わわせ

ることができたはず」等の声が聞かれました。

　コロナ禍にもかかわらず、各市町、各学校は活動内容に工夫を凝らし、学習活動を展開されましたが、

豊かな自然の中での４泊５日以上の長期宿泊体験活動の有用性や価値を改めて認識する結果となり

ました。

自然学校のねらいの達成状況について自然学校のねらいの達成状況について

　下の図２は、「『事前・事後の学習活動の一層の充実』を意識しながら自然学校の充実を図ることがで

きたか」という質問に対する、３年間の利用校の回答をまとめたものです。

　「よくできた」「だいたいできた」と回答した学校の割合は、平成30年度97.8％、令和元年度97.8％で

あったのに対し、本年度は100％となっています。本年度の自然学校期間は短縮になりましたが、各学

校が自然学校の充実を図ろうと工夫されていることが確認できたとともに、県教育委員会が『指導の

重点』の「体験活動」の重点実践事項として挙げている「達成感や自己有用感を高めるための学習活動

の工夫と事前・事後指導の充実」が浸透してきたといえる結果となりました。今後、各校の事前・事後指

導の位置づけがさらに明確化され、その後の生活や学習につながる効果的な体験活動が展開されるこ

とを期待します。　　　　　　　  　　　　　　　  　　　　　　　  　　　　　　　（宿南 恵介）

事前・事後指導の充実事前・事後指導の充実

①自然に関する興味・関心を高める

②自主性・主体性を培い、判断力を身につけさせる

③集団生活を通して協調性を高め、思いやりの心を育てる

④さまざまな活動を通して、豊かな感性を育む

⑤健康増進を図る

⑥地域とのふれあいを通して感謝の心や奉仕の心を養う

⑦成就感・達成感を味わわせ、新たな課題に取り組む意欲を育てる

⑧その他
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図１ 自然学校のねらいの達成状況

図２ 事前・事後の学習活動の一層の充実
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※ 令和２年度については令和２年12月末までの利用校のデータ
※ 自然学校を複数校の連合で実施した場合は、連合で１校とカウント












